
不空羂索観自在マンダラにみる
人間存在の二元性
ネパールの密教儀礼から

佐久間 留理子

1．はじめに

ネパールのカトマンズ盆地には、インドから伝えられた大乗仏教や密教が、

インド的な要素を濃厚に残しながら現在もネワール族によって信仰されてい

る。このような伝統的仏教はネワール仏教と呼ばれ、インド仏教滅亡後も南

アジアにおいて存続する仏教として注目される。仏教では一般的に、悟りを

目指し修行する宗教的エリート（僧侶）と、世俗的生活をおくり出家を支え

る一般信者とが相互依存的に共存してきた。他方現在のネワール仏教におい

て両者は各々世襲化され、出家カーストと在家カーストという形態として共

存する
⑴
。つまり在家カーストの人は、僧侶になりたくても出家カーストの構

成員にはなることはできず、二元的な人間存在が世襲的に固定化されている。

出家カーストは、儀礼を専門的に行うヴァジュラーチャーリヤ（金剛阿闍梨、

以下 VA と略す
⑵
）と、仏像や絵画を制作するシャキャとに大別される。出

家カーストの僧侶は、妻帯するとともに、一般信者からの世俗的な要望にも

応える。例えば VA は、観想法によって仏との一体化を目指す秘儀的

（esoteric）な儀礼を行うが、その儀礼には現世利益を求める一般信者（施

主）も参加する公開的な（exoteric）性格がしばしば付加される
⑶
。

ネパールの密教儀礼の二面性を顕著に表すものには月齢白分八日に行われ

る「アシュタミー・ヴラタ」（As. t.amī-vrata，略号：Av）、もしくは「ウ

ポーシャダ・ヴラタ」（Upos. adha-vrata）がある。これは断食行や八斎戒の
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遵守をともなう「ヴラタ」儀礼の一種であり、不空羂索観自在マンダラを中

心に礼拝、供養するものとして知られている
⑷
。この儀礼は導師の部と施主の

部から構成され、後者は導師の指導のもと、施主が実践する。現行の儀礼で

は、導師の部の「三三昧」（tri-samādhi）と呼ばれる三段階の観想法及び導

師と施主の部に共通する供養法において、多尊形式の不空羂索観自在
⑸
マンダ

ラが合計四種類（タイプ1-4、略号：T1-T4）登場し重要な役割を果たす
⑹
。

Av の儀礼について、Locke［1980, 1987］は概略を公表するが、上述の四

種の不空羂索観自在マンダラの象徴性については十分に考察していない。ま

たこれらのマンダラが、秘儀的、公開的という視点からみて、各々如何なる

機能を有するのかという点についても十分に解明していない。一方導師の部

に登場する三三眛は、金剛界法のマンダラ儀軌に由来する。例えばそれは

『サルヴァヴァジュローダヤ』（VU(1), (2)）や『クリヤーサングラハ』（KS

(1)-(4)）、また後者に基づいてネパールで編纂されたとされる『ヴァジュラ

ダートゥ・ムカークヤーナ・デグリヴィディ』（VDV(1)-(4)）［乾 1984］に

説かれ、さらに「チャクラサンヴァラの三三眛」や「悪趣清浄の三三昧」に

も説かれる
⑺
。これらについては既に研究がなされているが、Av において実

践される「不空羂索観自在の三三昧」について詳しい先行研究はみられない
⑻
。

本論は現行の儀礼に基づき
⑼
、従来の研究で取り上げられていない四種の不

空羂索観自在マンダラの象徴性や機能について考察し、さらにそれらのマン

ダラが宗教的エリート（特に VA）と一般信者という人間存在の二元性と如

何に関わっているのかを指摘したい。

2．Avの資料

現行儀礼では、VA は印刷本をしばしば参照する。それにはバドリーラト

ナ本（B）やヴィカーサラトナ本（V）が知られている。B には「三三昧」

という語はみられないが、後述する不空羂索観自在の T3、T4 が説かれる
⑽
。

また V には「三三昧」の箇所に、後述する T1-T3 が述べられる
⑾
。さらに V

2



には、導師の部における「三三昧」の後と、施主の部で実践される「吉祥な

不空羂索世自在のヴラタ儀軌」（śrī-Amoghapāśalokeśvara-vratavidhi）の中

の「華の布置」（pus.panyāsa）に T4 が述べられる
⑿
。

一方これらの印刷本の内容と部分的に一致する内容を含む写本が見出され

る。例えば仏教資料文庫所蔵マイクロフィルムに収録された Amoghapā㸼a-

loke㸼vara-samādhi（AS）には、V の「三三昧」の冒頭部分を除く内容（T1-

T3）が 含 ま れ る
⒀
。ま た Nepal-German Manuscript Cataloguing Project

（NGMCP）に収録された A. D. 1650（N. S. 770）の年号を有する写本

Amoghapā㸼a-pūjā（AP）には、T4 が述べられる。その年号から推して、T4

は少なくとも17世紀半ばまで遡る
⒁
。さらに Gautam VA（G. VA）氏蔵の写

本 Pūjākarmasam. graha（PS）には、Av の供養法が収録され、その中の

「華の布置」に T4 が説かれる
⒂
。

3．Avの次第の概要
⒃

実践儀礼は、導師の部と施主の部に大別される。まず導師の部から述べる。

（1）太陽への閼伽水（sūryārgha）の献供を行い、（2）これから実践する

儀礼の目的を施主の名前とともに述べる（pūjāsam. kalpa）。（3）現前に描

いた師マンダラの供養（guruman. d. alārcana）を行う
⒄
。（4）牛の五つの産出

物
⒅
による浄化（pañcagavyaśodhana）を行い、（5）額に赤色の粉

⒆
を塗る。

（6）導師用の実際のマンダラとして赤い布に単独尊の不空羂索観自在マン

ダラを白い粉で描く
⒇
。その布の上に台を設置し、台上の皿には金属製の八大

菩薩の象徴である八吉祥
21
（as. t.aman. gala）と花を置く。また皿の中央には、

須弥山を表す白い飾り物を頂く壺を設置する。この導師用の実際の立体的マ

ンダラは、導師が仏と一体化するための外的な表象であり、後述する

T1～T4 の機能を補完する。（7）T1-T3 が登場する不空羂索観自在の三三

昧を実践する
22
。（8）壺、ヨーグルトを載せた二つの小皿、花、米、線香等

が入った容器、八吉祥等を礼拝する。（9）尊像の供養（pratimādevatā-
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pūjā）を行う。この供養では、布に描かれた実際のマンダラを挟んで導師の

正面に設置された祭壇
23
の前方の、五つの旗が置かれた辺りに線香を供える。

また鏡を小皿に置き、それに牛の五つの産出物を注いで花を添え、祭壇前に

置く。さらに法螺貝から聖水を鏡に注ぐ。（10）「吉祥な不空羂索世自在のヴ

ラタ儀軌」を行う。その中の T4 が登場する「華の布置」では、導師が布の

マンダラに花を置き供養する。（11）最後にバリ供養（balipūjā）を行い
24
、導

師の部は終了する。

施主の部では、導師用よりも小さな赤い布が用意される。布の上方には左

から順に、法、仏、僧を表したマンダラが、また下方には単独尊の不空羂索

観自在マンダラが白い粉で描かれる。（1）師マンダラ供養を行った後、

（2）導師は施主を弟子として受け入れる（śis. yādhivāsana）。（3）十万仏

塔を建立する
25
（laks.yacaitya-sthāpanā）。（4）三宝マンダラを礼拝する

26
。

（5）上述の導師の部（10）でも登場した T4 に華を置いて供養する。（6）

白糸のヴラタ・スートラ（vrata-sūtra）の礼拝を行う
27
。（7）宝マンダラ印

28

（ratnaman. d. ala-mudrā）を結び、仏、法、僧のために宝マンダラ
29
（ratna-

man. d. ala）を捧げる。（8）十善を遵守する誓いの証しとして腕にヴラタ・

スートラを付ける。（9）最後にマンダラの諸尊を送り出す（man. d. ala-

visarjanam）。（10）導師は Av に関する物語を施主に語る。

4．不空羂索観自在の三三昧とマンダラ

4-1．「第一のヨーガと呼ばれる最初の三昧
30
」のマンダラ

（1）導師は、三宝と不空羂索観自在に帰命する。（2）観自在の簡略な姿

を観想し、それと一体化する。これは本尊との予備的な合一に相当する。

（3）両手に日輪と月輪を布置して浄化し、金剛合掌を行う。また五指に五

股金剛杵を修習する。（4）聖水を入れる法具の法螺貝を加持する。供養雲

を生み出し、華、香、塗香、飲食を加持する。（5）不空羂索観自在を極楽

浄土において見た後、洗足水、閼伽水、漱口水等を捧げて招請する。（6）
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V には、次の三十三尊マンダラ
31
（T1）の諸尊が説かれており、導師は現前

の布に描かれた単独尊の不空羂索観自在マンダラの上で各尊のために華を置

いて供養する。下記の梵語の綴りは写本にあるものをそのまま記載した。

1. Amoghapāśa-lokeśvara（不空羂索世自在）（V, AS）, Trailokyavijaya

（降三世）（V, AS
32
）, Amoghapāśa（V, AS

33
）, 2. Amoghān. kuśa（不空鉤）

（V）, Amoghapāśa（AS）, 3. ārya-Tārā（聖多羅）（V）, Bhr. kut.ī（AS）,

4. Amitābha（阿弥陀）（V, AS）, 5. ārya-Bhr. kut.ī-Tārā（V）, ārya-Tārā

（AS）, 6. ārya-Sudhana［kumāra］（善財童子）（V）, Bhr. kut.ī（AS）, 7.

ārya-Avalokiteśvara（V）, Amoghām. kuśa（AS）, 8. ārya-Khasarpan. a

（V）, Śuddhana（AS）, 9. Hayagrīva（馬頭）（V, AS）, 10. Maitrīya

（Maitreya）（弥 勒）（V, AS）, 11. Gaganagañja（虚 空 庫）（V, AS）,

12. Samantabhadra（V）（普賢）, Sarvanirvaran. a［vis.kum. bhin］（除一

切蓋障）（AS）, 13. Vajrapān. i（金剛手）（V, AS）, 14. Mañjughos. a

（文殊）（V）, Maitreya（AS）, 15. Sarvanīvaran. avis. kum. bhin（V）, 省略

（AS）, 16. Ks. itigarbha（地蔵）（V）, 省略（AS）, 17. Khagarbha（虚

空 蔵）（V）省 略（AS）, 18. Vajrapus.pa（金 剛 華）（V）, Vajradhūpa

（AS）, 19. Vajradhūpa（金 剛 焼 香）（V）, Vajrapus.pa（AS）, 20.

Vajradīpa（金剛灯）（V, AS）, 21. Vajragandha（金剛塗香）（V, AS）,

22. Vajrām. kuśa（金剛鉤）（V, AS）, 23. Vajrapāśa（金剛索）（V, AS）,

24. Vajrasphot.a（金剛鎖）（V, AS）, 25. Vajrāveśa（金剛鈴）（V）, 省

略（AS）, 26. Indra（帝釈天）（V, AS）, 27. Yama（閻魔）（V, AS）,

28. Varun. a（水 天）（V, AS）, 29. Kuvera（多 聞 天）（V, AS）, 30.

Agni（火天）（V, AS）, 31. Nair. ti（羅刹天）（V, AS）, 32. Vāyu（風

天）（V, AS）, 33. Īśāna（伊舎那天）（V, AS）.

次に上述の諸尊の配置について、V に従って説明する。本尊の周囲の第

一輪には、不空鉤等（nos. 2-9）が四方（東南西北の順）と四維（東南、南

西、西北、北東の順）に存する。また第二輪には、八大菩薩（nos. 10-17）

が四方と四維に存する
34
。さらに第三輪の四維には、金剛華等（nos. 18-21）
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の金剛界三十七尊マンダラの外の四供養菩薩、また四門には金剛鉤等（nos.

22-25）の四摂菩薩、さらに門外の四方と四維にはインドラ等（nos. 26-33）

の八方天がみられる。このように、T1 は予備的に不空羂索観自在と合一し

た導師が、極楽浄土からそれを招請し、現前の布のマンダラにおいて本尊と

して供養するための基盤と言える。

次に（7）塗香、華、線香、食物、ポップライスによる五種供養を行う。

（8）八供養女の印を結び真言を唱え、（9）金剛鈴を鳴らしタッキラージャ

（十忿怒尊の一つ）の真言等を唱える。（10）不空羂索観自在を敬礼する文言

（讃）を唱える。（11）三宝、聖観自在に帰命する文言を唱え、本尊を満足さ

せる。（12）罪業を一切の仏菩薩の近くで懺悔する。

以上のように、「第一のヨーガと呼ばれる最初の三昧」は、次の第二の

ヨーガの三昧の前段階に相当する予備的なマンダラ観想と考えられる
35
。

4-2．「最も優れたマンダラの王と呼ばれる第二のヨーガの三眛
36
」のマンダラ

（1）導師は「オーム、アーハ、金剛水の灌頂を」等と唱えながら、五仏

の付いた頭飾りを装着する。大日如来の妃（金剛法界女）や四波羅蜜菩薩

（薩埵金剛女、宝金剛女、法金剛女、羯磨金剛女）等に灌頂を請い、自らが

阿弥陀の化仏を付けたものと修習する。（2）五仏と四明妃
37
に華の布置と礼

拝を行う。（3）慈悲喜捨の四梵住の修習を行う。（4）自らが自性清浄であ

り、空性の智金剛を本質とするものであると確認する。（5）器世間、即ち

風輪、火輪、水輪、地輪、須弥山、四角形の楼閣を順に観想した後、楼閣の

中に不空羂索観自在の三十尊マンダラ（T2）を観想し、本尊と一体化する。

本尊は一面八臂で白く、頭上に金剛法の化仏を頂く。右の第一臂は不死の霊

薬を有する与願印を示す。第二臂は数珠を、第三臂は羂索を持ち、第四臂は

宝石を持って施無畏印を示す。左の第一臂は、茎の付いた千弁の蓮華を持ち、

甘露の流れをたらしてスーチームカ（針の口をもつもの、餓鬼）を満足させ

ている。第二臂は経函を、第三臂は三又棒
38
を、第四臂は水瓶を持つ。次に

V, AS に従って本尊を含む T2 の諸尊の名称を挙げる。なおこれらの諸尊の
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構成は T1 と類似するが、それとは異なり T2 では各々の尊容が説かれる。

なお V と AS とでは、尊名と尊容はほとんど同様である。

1. Amoghapāśa-lokeśvara, 2. Amoghān. kuśa, 3. Tārā, 4. Sudhanakumā-

ra, 5. Bhr. kut.ī, 6. Hayagrīva, 7. Maitreya, 8. Ks. itigarbha, 9. Vajrapān. i,

10. Khagarbha, 11. Mañjughos. a, 12. Gaganagañja, 13.［Sarvanīvaran. a-］

Vis.kam. bhin, 14. Samantabhadra, 15. Pus.pā, 16. Dhūpā, 17. Dīpā, 18.

Gandha, 19. Vajrām. kuśa, 20. 省略
39
, 21. Vajrasphot.a, 22. Vajrāveśa, 23.

Indra, 24. Yama, 25. Varun. a, 26. Kuvera, 27. Agni, 28. Nair. ti, 29.

Vāyu, 30. Īśāna.

これらの諸尊の配置と象徴的意味について説明する。本尊の周囲の第一輪

には、不空鉤等の五尊（nos. 2-6）が、東、南、東南、北、東北の順に位置

する。第二輪には、八大菩薩が四方と四維に存する。弥勒（no. 7）は東に

存し、黄色で龍華を持ち、与願印を示す。地蔵（no. 8）は南に存し、緑色

で左手に水瓶を持つ。金剛手（no. 9）は西に存し、白色で金剛を持ち、与

願印を示す。虚空蔵（no. 10）は北に存し、緑色で如意宝珠を持ち、与願印

を示す。文殊（no. 11）は東南に存し、金色で剣と本を持つ。虚空庫（no.

12）は南西に存し、赤色で青蓮華を持ち、与願印を示す。除一切蓋障（no.

13）は西北に存し、水色で最上の宝石を持ち、与願印を示す。普賢（no.

14）は東北に存し、黄色で青蓮華を持ち、与願印を示す。第三輪には、四供

養菩薩（nos. 15-17）が四維に存する。四門には、四摂菩薩（nos. 19-22）

が、門外の四方と四維には、八方天（nos. 23-30）が存する。

これらの諸尊の中、八大菩薩は、バッタチャリヤ校訂本『サーダナ・マー

ラー』18番の「ローカナータ・サーダナ」所説の八大菩薩
40
と比べて種類や図

像学的特徴が同じであり、インド密教の影響下にあることが窺える。また八

大菩薩は、既に第三章（6）で述べたように布上の台の上に置かれた八吉祥

によっても表現されており、観想上のマンダラと現前の実際のマンダラとは

象徴的に結びついている。さらに八大菩薩は、カトマンズ盆地の八聖地

（As. t.a-vītarāga）と象徴的に結びついており
41
、人々は Av を行う時、これら
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を巡礼して八大菩薩を礼拝する
42
。

このように、導師は観想上のマンダラ（T2）の本尊と一体化することに

よって、八大菩薩を介して実際のマンダラと八聖地をも自らに重ね合わせる。

こうした重層的な意義をもつ点に、三三眛の第二の観想の特色がある。

4-3．「最も優れた行為の王と呼ばれる微細なる第三のヨーガの三昧
43
」のマンダラ

（1）導師は、智マンダラ（jñānaman. d. ala）を見て引き寄せる。なお R. S.

VA 氏によれば、智マンダラは形をもたない智薩埵（jñānasattva）と同義で

あり、これが現象世界の形をもつ三摩耶薩埵（samayasattva）と合一させ

られると解釈される
44
。（2）無量光、不空羂索観自在、八大菩薩等の二十五

尊の行為の印（karma-mudrā）を結び、真言を唱える。（3）四梵住を修習

する。（4）空性に溶け込んだ［月］輪を、自らの心であると確認する。

（5）身体の布置（an. ga-nyāsa）において、次に列挙する不空羂索観自在マ

ンダラ（T3）の諸尊を自らの身体に引き入れる。なお V と AS との間では、

尊名、真言、布置する身体部位（カッコ内）は概ね同様である
45
。両者で相違

する箇所のみ記号を記す。

1. Amitābha（頭頂）, 2. Amoghapāśa-lokeśvara（心臓）, 3. Trailokyavi-

jaya, Amoghapāśa（心 臓 の 中 央）, 4. Amoghapāśa（心 臓 の 下）, 5.

Hr. daya（V）, 不明（AS）,（部位不明）, 6. ārya-Avalokiteśvara（不明）,

7. Lokeśvara（不明）, 8. om. man. ipadme hūm. （心臓）, 9. Tārā（［体の］

右，不明（AS））, 10. Bhr. kut.ī-tārā（V）, Bhr. kut.ī（AS）,（［体の］左）, 11.

Sudhana［kumāra］（［体の］右（V）, 不明（AS））, 12. ārya-Avalokite-

śvara（不 明）, 13. Hayagrīva（［体 の］左（V）, 不 明（AS））, 14. Jaya

（額）, 15. Vijaya（喉）, 16. Jaya（心 臓）, 17. Varada（臍）, 18. Abhaya

（秘 所（V）, 二 足（AS））, 19. Maitreya（頭 頂）, 20. Ks. itigharbha（両

眼）, 21. Vajrapān. i（両耳）, 22. Khagarbha（鼻）, 23. Mañjughos. a（心）,

24. Gaganagañja（V）, Sarvanīvaran. avis. kum. bhin（AS）（喉（V）, 不明

（AS））, 25. Sarvanīvaran. avis. kum. bhin（V）, Samantabhadra（AS）（頭
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頂）, 26. Samantabhadra（V）, Gaganagañja（AS）（一 切 の 肢 体）, 27.

Ajita（右肩）, 28. Aparājitā（左肩）, 29. Mārasainyapramardana（顔）,

30. Akālamr. tyupraśamana（心臓）, 31. Danada（右膝）, 32. Vasudhārā

（V）, Vasundharā（AS）（左膝）, 33. Acalavīra（右人差し指（V）, 不明

（AS））, 34. Jaya（右中指（V）, 不明（AS））, 35. Vijaya（右薬指（V）, 不

明（AS））, 36. Jayavijaya（右親指（V）, 不明（AS））

このマンダラの構成員は、T1、T2 のものと一部相違する。例えば Jaya

から Abhaya までの諸尊（nos. 14-18）、及び Ajita から Jayavijaya までの諸

尊（nos. 27-36）は、T1、T2 には含まれない。これらの諸尊の中、Jaya,

Vijaya, Varada, Ajita, Aparājitā, Mārasainyapramardana, Akālamr. -

tyupraśamana, Vasundharā は、後述する T4 に含まれる。一方 T3 に説か

れる Tārā, Bhr. kut.ī, Hayagrīva, 八大菩薩等は T1、T2 にも含まれる。従っ

て T3 は、三三眛に登場する T1、T2 と三三昧の後の供養法に登場する T4

との中間的性格を有する。このように、T3 は、T1、T2 のマンダラの諸尊

の一部を導師の身体において固定化するとともに、T4 のマンダラ儀礼の予

備的行為を行う機能をもつのではないかと考えられる。この後導師は、（6）

バリの修習を行い
46
、（7）最後に百字真言を唱えて本尊を送り返す。

4-4．「吉祥な不空羂索世自在のヴラタ儀軌」のマンダラ

上述の三三眛において観想される三種のマンダラは、仏との一体化を目指

す中期密教的観想法の影響下にあり、基本的に秘儀的な性格をもつ
47
。一方導

師と施主の部に共通するマンダラ
48
（T4）は、一般信者も直接的に関与する

ことのできる公開的な性格をもつ。次にそのマンダラの諸尊を列挙する。

1. Amoghapāśa-lokeśvara（V, B, PS）, 省略（AP）, 2. Amoghām. kuśa

（V, B）, Amitābha*（AP, PS）, 3. Tārā（V, B）, Amoghām. kuśa（AP,

PS）, 4. Amitābha*（V, B）, Tārā（AP, PS）, 5. Br. kut.ī（B, AP, PS）,

Br. kut.ī, Tārā（V）, 6. Sudhanakumāra（V, B, AP, PS）, 7. ārya-

Avalokiteśvara（V, B, AP, PS）, 8. Khasarpan. a（V, B）, Khaśanyana
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（AP）, Khasarpānadhāna?（PS）, 9. Hayagrīva（V, PS）, Hayam. grīva

（AP）, Hayagarbha（B）, 10. Ajita*（V, B, AP）, Aparājitā*（PS）, 11.

Aparājitā*（V, B, AP）, Jaya*（PS）, 12. Mārasainyapramardan. a*（V, B,

AP, PS）, 13. Varada*（V, B, PS）, Akālamr. tyupraśamana*（AP）, 14.

Akālamr. tyupraśamana*（V, B, PS）, Jaya*（AP）, 15. Jaya*（V, B, PS）,

Vijaya*（AP）, 16. Vijaya*（V, B, PS）, Jayavijaya*（AP）, 17.

Jayavijaya*（V, B, PS）, Abhayaprada*（AP）, 18. Varada*（V, B, PS）,

Dhanada（AP）, 19. Vasundharā（V, B, PS）, Vasum. dharā*（AP）, 20.

Abhayaprada*（V, B）, Abhayam. kali（PS）, Pratyekabuddha*（AP）, 21.

Dhanaprada（V, B）, Suvarn. n. avarn. n. aprabhāvinaditarāja*（AP）, Dha-

nam. dra（PS）, 22. Pratyekabuddha*（V, B, PS）, Sim. havikrīd. itarāja-ta.*

（AP）, 23. Suvarn. aprabhādityarāja-ta. *（V, B）, Supratis. t.itaman. ikut.a-

kūt.arāja-ta.*（AP）, Suvarn. aprabhavinadityarāja-ta.*（PS）, 24. Sim. havi-

krīditarāja-ta.*（V, B）, Samantaraśmyugataśrīkūt.arāja-ta.*（AP）, Sim. -

havikrim. ditarāja［a-ta.］*（PS）, 25. Supratis. t.hitamanikūt.arāja-ta. *（V,

B）, Vipaśvin-ta. *（AP）, Supratis. t.hitarāja-ta. *（PS）, 26. Samantara-

smyūgataśrīkūt.arāja-ta.*（V, B）, Śikhina-ta.*（AP）, Samantaraśmyāka-

taśrīkūtarāja-ta.*（PS）, 27. Vipaśvi[n]a-ta.*（V, B, PS）, Viśvabhū-ta.*

（AP）, 28. Śikhi［n］a-ta. *（V, B, PS）, Krakucchanda*（AP）, 29.

Viśvabhū-ta.*（V, B, PS）, Kanakamun. i*（AP）, 30. K(u)rakucchanda-

ta.*（V, B, PS）, Kāśyapa-ta.*（AP）, 31. Katakabhūti-ta.（V, B）,

Kanakamuni-ta.*（PS）, 32. Suprakīrtitanāmadhyeya-ta.*（V, B）, Supa-

rikīrttitanāmadhyeya-ta.*（AP）, Kāśyapa-ta.*（PS）, 33. Samam. tāva-

bhāsanirjitasam. grāmaśrī-ta.*（V, B）, Samantāvabhāsavijitasam. grā-

maśrī-ta. *（AP）, Śākyamuni-ta. *（PS）, 34. Indraketudhvajaśrī-ta. *（V,

B）, Candraketudhvajaśrī-ta.（AP）, Suprakīrtitanāmadhyeya-ta.*（PS）,

35. Ratnaprabhāseśvararāja-ta. *（V, B, AP）, Samam. tāvabhāśavijita-

sam. grāmaśrī-ta. *（PS）, 36. Pratihatabhais. ajyarāja-ta. *（V, B）, Supra-
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tihatabhais. ajyarāja-ta. （AP）, Indraketudhvajaśrī-ta. *（PS）, 37. Vikrā-

m. takāmane-ta. *（V, B）, Vikrāntavikamana-ta.*（AP）, Ratnaprabhā-

seśvararāja-ta.*（PS）, 38. Pus.patārā（以下55まで V, B, AP, PS に記載

有）, 39. Dhūpatārā, 40. Dīpatārā, 41. Gandhatārā, 42. Indra, 43. Yama,

44. Varun. a, 45. Kuvera, 46. Agni, 47. Nair. ti, 48. Vāyu, 49. Īśāna, 50.

Brahman, 51. Candra, 52. Sūrya, 53. Pr. thivī, 54. Vyomacitra（V, B,

PS）, Vemacitra（AP）, Nāga. （ta.: tathāgata）

T4 には T1-T3 にみられた八大菩薩は含まれない。一方上記の＊印を付け

た諸尊は、『不空羂索呪心経』（APH）にも説かれ、その数は二十九尊にの

ぼる。従って T4 は初期密教の陀羅尼信仰の強い影響下にあることが窺える。

なお上述の T3 にも一部 APH 所説の諸尊が含まれるが、T1、T2 には一切

含まれない。現在のネワール仏教では、法事の際に APH が一般信者の前で

読誦されるので
49
、公開的な性格をもつ T4 に、この陀羅尼経典の諸尊が多数

導入されたものと推測される。一方 T4 には Vipaśvin, Śikhin, Viśvabhū,

Krakucchanda, Kanakamuni, Kāśyapa, Śākyamuni といった過去七仏がみら

れ（nos. 27-33）、遥かな過去からの衆生救済が表現される。また no. 25 の

Supratis. t.hitamanikūt.arāja-tathāgata と no. 26 の Samantarasmyū-

gataśrīkūt.arāja-tathāgata に似た名称が、各々大勢至、観自在の成仏後の仏

名として『悲華経』（K）に述べられており
50
、T4 は遥かな未来の衆生救済を

も表現する
51
。

5．結 び

以上、Av の儀礼において重要な役割を果たす四種の不空羂索観自在マン

ダラについて述べた。T1-T3 は秘儀的な性格をもつが、特に T2 は重要で

ある。導師は、このマンダラを観想し本尊との一体化をはかることによって、

観想上のマンダラと現前の実際のマンダラとカトマンズ盆地にある八聖地と

を、八大菩薩を介して自らに重ね合わせる。換言すれば導師は世間（娑婆世
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界）を超えた仏となった眼で、再び世間を観察することになる。一方 T4 は

公開的な性格をもつと同時に、一般信者と関わりの深い陀羅尼信仰や永遠に

近い過去から永遠に近い未来に渡る衆生救済を表現する。このような秘儀的

なマンダラと公開的なマンダラとが一連の儀礼の中で組み合わされることに

よって、ネワール仏教において世襲的に固定化された宗教的エリートと一般

信者という人間存在の二元性は相補的に統合され、両者は分裂の無い、より

包括的な人間存在として昇華されるものと考えられる。
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教徒が多数派であったネワール族をカースト制度に組み込んだことが挙げられ
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5-6, 22-24, 197-201］）。

⑵ Gellner［1996：164］は、1507年の古文書に基づき、過去には VA の地位は

シャキャにも開かれていたようであると指摘する一方、「今日では対照的にヴ

ァジュラーチャーリヤの息子のみが、金剛［乗］のマスター（Vajra-Master）

として聖化されることを許される。そして彼らすべては、僧侶になることを運

命づけられていようがいまいが、必然的に聖化される」と述べる。

⑶ このような密教儀礼の二面性については、Tanemura［2007］、種村［2013］

が『クリヤーサングラハ・パンジカー』等について指摘する。

⑷ ケサル図書館（カトマンズ市）に14世紀（A.D. 1361）の『聖不空羂索経』

の写本（n. 136）が残されており（Petech［1984：130］）、ネパールの不空羂

索観自在信仰は、文献的には少なくともこの頃までに遡る。

⑸ 「観自在」は「世自在」とも呼ばれる。

⑹ なお後述するように、布に粉で描かれる単独尊形式の実際のマンダラを加え

れば、不空羂索観自在のマンダラは五種類となる。

⑺ 山口［2005；2016］。なお Tuladhar-Douglas［2006：163-186］には不空羂

索観自在とヴラタ儀礼との関係が言及されるが、不空羂索観自在の三三眛は取

16



り上げられていない。

⑻ 佐久間［2015：129-136］では概略を紹介した。

⑼ 筆者は、2013年3月19日にカトマンズ市内において Sarvajñaratna VA によ

って執り行われた事例を調査した（科研費23520077による）。儀礼の基本情報

はこれに基づく。

⑽ B, pp. 3-4.

⑾ V, pp. 28-29, 34-37, 40-42.

⑿ V, pp. 56-58, 76-78.

⒀ fols. 4a1-4b8, 6b2-8a8, 10a8-11a2.

⒁ この写本の情報は Iain Sinclair 博士より提供された。記して感謝する。

⒂ fols. 85a2-86a1.

⒃ Sarvajñaratna VA を導師とする実際の儀礼の観察（2013年3月19日、於カ

トマンズ市内同師宅）及び同師の備忘録に基づきながら印刷本（V）を参照し

て作成した。

⒄ このマンダラは、ネワール仏教では一切の儀礼に先立って供養される。

⒅ 乳、ヨーグルト、バター溶液、牛糞、尿を指す。

⒆ Vajravārāhī を象徴する。

⒇ 導師の部が始まる前に描いておく場合もある。

21 各々の象徴と菩薩との対応関係は以下の通り。組紐文様：弥勒、白蓮：虚空

庫、幢：普賢、水瓶：金剛手、払子：文殊、双魚：除一切蓋障、傘：地蔵、法

螺貝：虚空蔵。

22 インドでは、APH、APK といった初期密教経典に不空羂索観自在の陀羅尼

やマンダラ供養法が説かれるが、Av では不空羂索観自在は中期密教的な三三

昧によって礼拝、供養される。

23 筆者が観察した儀礼では、金剛製の阿閦仏が祭壇に置かれていた。

24 ネワール仏教儀礼では、主要な儀礼の最後にバリ供物を捧げる（山口

［1995：840］）。Balimālā の「第一のバリの観想」と概ね同様の観想を行う。

実際の儀礼では、導師の左手前にある二つの黒い旗が立てられた護世バリ

（Digpāla-bali）にミルクを注ぐ。

25 実際には仏塔のような形をした小さな粘土の数個の塊を、三宝マンダラの上
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方に置く。

26 三宝マンダラは、シャキャ［2015］参照。

27 現前のマンダラにヴラタ・スートラを捧げ、それに塗香、華、線香、食物、

ポップライスによる五種供養（Pañcopacāra-pūjā）を行う。これらの供物は他

のネワール儀礼でも使用される（山口［2005：154-155、註24］）。

28 両手を合わせ薬指を立てる印であり、薬指は須弥山に見立てられる。チベッ

ト仏教徒が六字真言を唱えて結ぶ印と同様である。

29 ネワール仏教では、須弥山世界は「宝マンダラ」と呼ばれ、宝マンダラ印は

須弥山世界をかたどったものとされる。また印を結ぶ者自身も須弥山世界であ

ると言われる（山口［2005：52-53］）。このような文脈で考えれば、導師の指

導のもと宝マンダラ印を結び、宝マンダラを捧げる施主（導師の弟子）は、こ

の次第で須弥山そのものでもある自らを三宝に捧げることになる。

30 V（p. 31）, AS（fol. 6a2-3）によれば、正式名称は bhāvyamānā-vaiman. d. ala

ity ādiyoganāma-prathamah. samādhih.（「修習されている一切のマンダラ」と

いう第一のヨーガと名づけられる最初の三昧）である。儀礼僧として活躍する

Rājan Saptamuni VA（R. S. VA）氏（パタン市ブ・バハ所属）によれば、こ

の三昧は輪廻世界をすべて不空羂索観自在のマンダラとして観想することであ

るという。なお同氏の聞き取り調査は、2016年8月20日に Surendra Man VA

（S. M. VA）氏（トリブバン大学講師）の自宅（カトマンズ市）で行われた。

31 AS によれば、本文に示す諸尊の nos. 15-17の代わりに次の十七尊が挿入さ

れ る。1. Amoghadarśin. ī, 2. Sarvān. ayaviśvadhanin
. gulī, 3. Suram. gamā, 4.

Sarvaśokatamānirghātanī, 5. Gaganavilokinī, 6. Gandhahastinī, 7. Jñānaketu, 8.

Jñānavatī, 9. Amr. tābha, 10. Amr. tavatī, 11. Candrasthavyavalonī, 12. Jvālinī,

13. Mahājvālinī, 14. Vajragarbhā, 15. Aks. ayakarmāvaranaviśādhanī, 16.

Pratibhānakut.ā, 17. Samantabhadra.

32 V では本尊の心臓に位置する。

33 V では本尊の臍に位置する。

34 四方と四維における諸尊配置の順番は第一輪の場合と同様である。

35 なお KS(2)（pp. 133-138）, VDV(4)（pp. 211-213）の「第一のヨーガと呼ば

れる三昧」には、『初会金剛頂経』「金剛界品」（H 校訂本の文段番号19-28）
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のように「五相成身観」が説かれるが、それは不空羂索観自在三三昧の「第一

のヨーガ」では述べられない。

36 V（p. 34）には、Man. d. alarāja-[a]grīnāma-dvitīya-yogasamādhih.とある。AS

（fol. 8a7-8）には、Man. d. alānāgrīnāmadvitīyayogasamādhi とある。

37 マーマキー、パーンダラー、ターラー、ローチャナー。

38 AS では「三叉戟」。

39 Vajrapāśa?

40 SM（p. 49）, Bhattacharyya［1968：131-132］, 佐久間［2011：291-294］.

41 八聖地と八大菩薩との対応関係は次の通りである（HKN, Introduction and

Translation, p. 10）。1. Man. ilin
. geśvara（弥勒）、2. Gokarn. eśvara（虚空庫）、

3. Kileśvara（普 賢）、4. Sarveśvara（金 剛 手）、5. Gandheśvara（地 蔵）、6.

Phan. ikeśvara（除一切蓋障）、7. Gartteśvara（文殊）、8. Vikrameśvara（虚

空蔵）。八聖地の場所は、HKN, Maps and Historical Illustrations, Map 5 参照。

なお聖地の典拠は、ネパールにおいて15世紀頃に編纂された『スヴァヤン

ブー・プラーナ』（SvP）第四章にある。

42 ［Bajracharya 2003：63］.

43 V（p. 42）に は、karmarāja-[a]grīnāma-sūks.uma（sic. sūks. ama）-tr. tīya-

yogasamādhi とある。AS には、これに相当する名称はみられない。

44 同氏については、註(30)参照。また同氏によれば、智（jñāna）は空性（śū-

nyatā）と同義であり、智マンダラと三摩耶薩埵とが合一することによって、

導師は空（śūnya）を体得するという。

45 B は V, AS と相違する箇所が少なくない。紙面の都合もあり B は省略する。

46 V（pp. 43-47）には、Balimālā の「第一のバリの観想」と同様の観想を行

い、帝釈天等の十四の護世尊の印契を結び、アムリタを流すこと等が説かれる。

バリ供養は、導師の部の最後でも行われる。上記の註(24)参照。

47 R. S. VA 氏によれば、三三昧は VA のみに許された実践である。

48 このマンダラの諸尊は佐久間［2017］でも取り上げた。しかしそこでは

T1-T3 のマンダラの諸尊との比較は行っていない。また AP の情報も収録さ

れていない。

49 この情報は、G. VA 氏、R. S. VA 氏、S. M. VA 氏から得た。
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50 前者は Supratis. t.hitagun. aman. ikūt.arāja-tathāgata（K vol. 2：p. 122）であり、

後者は Samantaraśmyudgataśrīkūt.arāja-tathāgata（K vol. 2：p. 120）である

（佐久間［2017：888］）。

51 なお K は、Av が実施される巡礼地の一つ、ジャヤティールタにおいて読誦

される（V p. 93（解説箇所））。

キーワード 不空羂索観自在、マンダラ、ネパール、密教儀礼、現地調査
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